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草の根技術

協力事業途上国で事業を
したいけれど…
何から始めよう…

事業マネジメント研修
（計画・立案/モニタリン
グ・評価）、現地調査実践研
修（導入編/実践編）など。
「はじめの一歩」を支援する
あらゆるプログラムを提供。

100万円/1年間の規模で事業
を実施。実際の実施にあたっ
てはJICA（国内拠点・在外
事務所）もサポート。
伴走支援者をつけることによ
り、団体の育成、NGO間
ネットワーク化も期待。

研修で学んだこと
を小さい事業で試
したい！！

「1000万円/3年間」～「1億円
/3年間」の事業をJICAと実施。
事業提案書の作成段階からJICA
国内拠点にてコンサルテーショ
ンを適宜受付。

事業をさらに発
展・展開させた
い！！

団体の各ステージに合わせたスキームを提供することで団体の成長を促し、

国際協力アクターの「裾野拡大」を目指しています。



草の根技術協力事業

1. 2022年度募集
募集1回のみ（2022年8月23日公示、10-11月締切、2023年3月採択通知済）
・支援型：全国応募総数22件、内9件採択
・パートナー型：全国応募総数34件、内11件採択
・地域活性化特別枠：全国応募総数7件、内4件採択
中部1件採択
支援型： ベトナム「自動車整備人財育成プロジェクト」（株式会社ATグループ）

2. 2023年度募集
募集1回のみ（2023年5月31日公示、9月:初回応募相談締切 -10月応募締切、

(2024年3月採択通知予定）

※支援型、パートナー型、地域活性型、現在審査中。
【主な留意点・変更点等】

• 草の根3要素を再整理（技術協力・CPとの共同・地域住民への裨益）

• SDGsへの貢献やJICAグローバルアジェンダとの整合性を審査において重視

• 全ての事業型で応募相談必須。初回応募相談締切までに初回の応募相談を終えなければいけない。

• 応募締切日時点で採択済未開始事業を有している団体は応募できない。

• 支援型：登記から2年以上経過した法人、日本国内または海外で2年以上の活動経験（準備期間含まず）

• →契約の迅速化のために、資格要件引き上げ。

• パートナー型：過去5年間に国際協力活動実績を2年以上有している。（外国人材受入・支援枠は別途設定）

• 外国人材受入・活躍支援枠 を導入。

応募資格（技能実習生の実習実施や監理等の実績を含めること可）や審査基準（日本地域社会への還元に

高配点等）を別途設定。
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NGO等提案型プログラム

1. これまでの経緯
⚫ 2016年度から開始、2023年度までに29件実施
⚫ 2021年度、2022年度募集なし
⚫ 2022年度にNGO等提案型プログラムの実施団体にレビューを実施
⚫ レビューを踏まえ、「組織基盤強化に資するプログラム」「国際協力事業

を実施するための能力強化に資するプログラム」を国内で実施する事業と
して位置づけ

2．2023年度募集
2023年7月公示、9月29日締切、12月採択通知済

【前回（2020年度）からの主な変更点・留意点】

⚫ プログラムは地域・全国と分けずに一本化で実施

⚫ 任意団体は応募不可

⚫ 提案内容の幅の広がりを考慮して、募集要項にて定めていた受講者の要件を削除

⚫ 受講者への宿泊費・日当・交通費は支払い対象外

※全国応募総数15件中5件採択（中部からは1件採択）

◆ 日本のNGOが抱える危機を踏まえて～小規模NGOが組織面及び事業面で困難な

状況を打開し、組織としての持続的な成長や活動の質の向上が図られるようス
テップアップするための研修 （特定非営利活動法人名古屋NGOセンター）
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世界の人びとのためのJICA基金活用事業

1. 2023年度募集（2023年3月応募締切、6月採択通知済、現在実施中）

中部 3件採択、現在実施中

◆ インド・ビハール州におけるサッカー指導、教育及び芸術活動を通じた少年少女の成長支援事業
（一般社団法人 FC Nono）

◆ ベトナム・ダナン市における在宅ケアに関わる人材育成と拠点づくり
（NPO法人 ぎふ福祉サービス利用者センター びーすけっと）

◆ みらいインベスト～外国にルーツを持つ生徒のための進路サポート ～
（SHIZULATINOS シズラティーノス）

2．2024年度募集（現在募集中）

■応募締切日 2024年4月25日（木） 17時

■選考結果通知 2024年8月頃 ※11月頃に事業開始を想定

■2023年度募集からの変更点

「過去2年間（2年度）の平均収入が3,000万円程度以下である団体」を削除。

理由：日本国内の社会問題等に関する活動実績が十分な団体であったとしても、国際協力分野での活
動経験が少なければ応募可とするため。
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